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5. 菱繋文螺釧箪笥
5. Cabinet with Lozenge Design 

国立ナープルステク拇物館（チェ コ 共和国）所蔵
Naprestek Museum, National Museum, Prague (Czech Republic) 

杓戊 2 1 ·22 年）虻修複'] 「· 業

The 2009 and 20 IO Japanese Fiscal Year 
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5.1 .1. 名称等

名称

fl; り作イ 1 :・・イ t

菱繋文螺釧笥．約 一払

、~ 1 :戸 I I寺代 17 世紀

5. 1. 修復報告

1vr蔵者
::ｫ. /',. 釆_I I 

~I . 如J~ Ill 勺

国立ナ ー プ）レス テク トり物館 （チェコ 共牙11 i=i:I) 

11942 

5.1.2. 工期及び施工者等

—I :Jl)j 'f成 21 イ 1 =- 5 J j ~ 'f成 23 介:_ 3) J 

施 1 :場所 束以文化財1iJr究所修似ア トリ 工（漆）

イI参稔且·11. ' 1 1 者 111 r H1彦

5.1.3. 修復前の状態

札11秘；I犬態角を 1ヽ訊」に列記する 。

・ 箪．笥仝 I (ii に埃や汚れの付約が1菫かに 見 ら れた 。

・ 箪．笥の l ·. 1 (り付近に粘牙\テ ープの艇跡が認められた。

・ 索地接合部に浅い亀裂があ っ た 。 年．『 に 、盗 1人」 ,·~ I S の;,:』 i に亀袋が進行 して いた 。

• 他災の周訓では漆釦l如が剥 )).l!f し て いた 。

・ 笥: ~·-~J の背面を除く外而、 扉の内側 とり l 出 し表 1 (旧こ l化色派料が彫く 旅ら れて いに 。

・ 背 血、底 1 (1 i と j)、」 部の鍵金具および1J I き 出 し 内外 i';: 1 s に見色硲料が旅布 さ れて い た 。

・ 螺釧の後叫修似が広い 1 (1 j栢に認め ら れ、螺釧が貼りなお さ れて いた 。

・ 螺釧の新補が各所にあり、鮒の悲叫や蝶具の 111 J見具が川 い られて いた 。

・ 蒔絵や付枯'i き線が一部で剥落し、 ド付漆が露出 していた 。

1 11 1 - · H彦

・ 後 i ll:修後時の西洋迩料による加鉛が各所に懃められた 。 螺釧の欠祖部には銀色の旅料、螺釧 ド祭())蘭

絵線には金色や黄色迩料で線を忠き 込んでいた 。

・ 下段の桟が狂い、下段のり I き 出 し上部が桟下側の後世修似材料に付着· してしま つ ていた。

・ 鍵金具、 隅金具に施された鍍金がすでになくな っ ていた。

・ 正而の鍵金具が緩み、 1 本の釘の頭が欠失していた。

5.1.4. 修復方針

修復方針は事前に東京文化財i洲究所から提示を受けた。 実際の修復にあた っ て再度検討を加えに後

変更が生じた部分についてはその都度東京文化財研究所の担当者 と修復者が協試 して決定した 。

次に、作品の修復方針を列記する 。

・ 文化庁が指焉している文化財修復に準じて現状維持修復を基本とした。

• 西洋修復部分の除去は黄色塗料、後世に書き加えられた金色線や白色下地を対象と し 、 背面、底 1 ( 1 i
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内部に塗られた、' _l , l, 色 硲料は対象外 とした。

・ 後 111:修似除よにあた っ ては 、 オ リ ジナ ルの硲 jJ莫、 1/、'11絵や金具 に似働を り えな い ような イ汁蔑浴剤 を 恨

軍に選んだ。

・ 欠祖 した釘は新袖 し 、古色 を付けることとした 。

• ）点J I川 から II 立 って いた後仙の具や欠相 した具 の一 部は、観箕を考｝恙 して色合わせを行 うこととした 。

・ ク リ ーニ ングをするに際して、提令具 と 丸）L を 除 く ll ,'J~ 金 具 、 鍵金具、蝶番は収 り 外 し 、 修 1u後に取

り 付けることとした。

• 1N外分光分析や幽光X線分析によ って後 I l l:修似材料 を特応 し 、 後 Ill:修似によ って施 さ れた 1研所 を 4守

定 した 。

5.1.5. 修復工程

( 1 ) 修似前調杏

1111幼；伏見旨と 技法に関する II 視による 池l介を行い 、 現状を心録した 。

初め に、紫外線ランプに よ る r1J 11ij 杏 を 行 っ た 。 その結呆 、 表 面に硲布 された黄色硲料は濁 っ た 貨色 に

徴光 したが 、 背而、内部や底而に冷られて い る 、1 且色派判や鍵金具は狐光 しなか っ た 。 このことから 貨

色旅料は ヨー ロ ッパに お いて修似材料として川 い ら れて い るシェラックやその他の レ ジンが旅布 さ れ

て い ると考えら れた。

黒色に飲ら れた背而 を斜光で観察したところ 、 菱形の Iヽ・ 地 の 1J姓亦が認められた 。 この結呆、背 1 (ii に

も 菱文の螺釧が加飾 さ れて いたものと 判断出米た 。 制竹技法か ら 螺釧衣 1 ( 1 j は砥イ i で1iH いで·' l ': i'i' J · にな l

が 、 大板や各面の周訓 には広い I(1 i 禾!'i にわた っ て螺釧表而が , , ,: HJ· でなく 、色合いが異なる 部分が認め

れた 。 このこと か ら 、 背 血の螺釧や涼lj 俗 した螺釧 を後I ll:修似時 に貼 りなおしていることが分か っ た 。

に、 十数年前に行われた修似以愉の '11:真 と 比蚊 して修1尉llil 所 を 判断 した 。

素地は柏の板 11 を 使川 し 、 木 II は 1『 1 (1 i と 両側 1 ( 1 j を蒻Uf 向、 ）く板 と 底板は札17)i 向 に使川 して い ること

が分かった。 各 ,J I き 出 しの奥に小さな 薄板を接着· し 、 ,JI き 出 し表 1 (旧こ段 j唸ができないように 11Jr'ij 叫夜して

い た 。 その 應i板はその半数がすでに欠失していた 。

(2) 修復 I J1j 'り：兵

修似伯 に カ ラ 一 'lj'.兵川 デイラ イ ト ランプと 1 ' 1 然光 を 使って竹 ：: i11'i 仝休 と 」出紘I犬態をデジタ ）レ'!/具で記

録した。 次に紫外線浜光'1/真 を 撮彩し 、 後 JI!:修似の状態を 出録した 。 徴光'1/真はプラックランプと紫

外線カ ッ ト のゼラチンフィ ル タ 一 を 1史川 し 、 デジタ ルで出録した。

( 3 ) 溶剤 テス ト

後 JI!:修仮の黄色硲料および金線 を 除去するための浴剤実験 を 1 / っ た 。 介機浴剤は削 炸川エタノー ル、

無水エタノー ル、 アセ ト ン 、酢酸エチルを使川 した 。 貨色硲料は泊毒iJI J エタ ノ ー ルや抑水エタ ノ ー ル

では表 訓のみ溶け 、 アセ ト ンおよび酢酸エチ ルではほとんど変化はなかっ た 。 また 、 金線はアセ ト ン

で筒叶1 に 除去できることが分かっ た 。

( 4 ) 分析

貨色硲料の 憎IS を サ ン プ リ ングし、赤外分光分析 (FT-IR ) を行った 。 分析は 束以 文化財-fiJI:究所保

ィー［修似科‘芹センタ ー の 1 1 1 . 川 典 fが行 った 。 その結呆 、 ［化色旅料はシ ェラッ ク であると 判 明 しに 。 まに 、

批光 X 線分析 を 1 J: し ヽ 、 金属粉の材料や令 j し の材質などを 1 lJ刈介 した 。 こ の , l),',j 介 は 束以 文化財研究所保イr

修復科 "/: センタ ー の 州川 泰弘がq i· つ に 。 そ の結呆 、 全線の f1·J漆には朱漆が川 い ら オ していた 。 まに

捉金具 、 隅 令具や鍵金具 （外 1(1 i) は 銅製令鍍金 、 鍵令具災（内側）と鍵は鉄製であると分かっ に 。 鍵

金具内側 にオ リ ジナ ルの金属 と 異なる鉄が川 いら れて いにこと か ら 、 いつの I Iが代か に鍵令具が収 り 換

えら れたと 息われる 。
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(5) ク リ ーニ ング

塗）l炭と n紺絵表而に付着 した埃と汚れを僅かに水で湿らせた綿布で取り去っ た 。

(6) 接愁テープ跡の除去

火板と右側而に付滸していた接着テープの判i滸剤をアセ ト ンで除去した。

( 7) 金具の取り外し

1偶金具や鍵金具（外佃j ) を 取り外し、 元の位附が分かるように発泡ウ レタンに仮保管した 。

(8) V出羊塗料の除去

浴剤テス トの結朱から梢約叫エタノ ー ルと無水エタノールを併用して黄色塗料を除去した。 菱 · '

りも少し小 さ めに切 っ た不織布に 11'1野川 エタノ ー ルを染み込ませて除去部に置き、塗料が膨潤するの

をまつて鼈甲箆を川いて除去した。 具上に描かれた付オi'i'i線に偏みが及ばないようにするため、金{(:)jlO

際は無水エタノ ー ルを綿布に付けて恨飢に塗料を除去した。 励内恨lj の蒔絵部分も螺釧と同様に鼈甲 箆

匂 ll い て文様部分から禎正に除去した。 オリ ジナルの金線の土に 2 柾類の塗科が野き 加えられて いに

-と から、餌水エタノ ー ルを使川 した後で酢酸エチルを使川 して除去した 。

( 9 ) 螺釧の剥落止め

叫汗塗料除よ後に剥淵： していた螺釧に膠水浴液を含投し、木枠とヒ ゴで）」党した。 膠はパー ルグ）レ一

（ 人 I□) 15%水溶液を使川 した 。

(10) 分析

梢計J: Jlj エタ ノ ー ルの除去時に菱文の線にす蘭 き 加えられていた黒色塾料が取れ、 一部に允肌 されて し

た 白 色 卜地が；；塔 出 した 。 この 白色 1、地は天板と）汀 i側而に少↓ られ、見＜塾りなお

にも観寮で き ることから 、 後世修似の却具剤と考えた 。

螺釧の 間 に允禎された下地材料と後批修複の螺釧の接着に川 いられた接殆材のサン プ）レを収り 、

FT-IR によ る材料分析を行っ た 。 その結呆、」••予'ii ) の 白色下地は炭酸カルシウム、 ド部の晃色材料はノ '

― フィン 、 接着材料は酔酸ビニ）レであると分かっ た 。

(11) 後 lit修似の下地の除

螺釧の 1飢間 に充坦された下地を物迎的に除去した 。 下地の除去は竹箆を用いた 。

後Ill:修似の接郊材の除去は螺釧を仝て取り外した状態でないと無迎なため 、 そのままとした 。

(12) 漆固め

劣化した捌l莫と蒔絵剖5分に透漆を川いて強化した 。 漆固めは、クリ ーン ソ）レ G で希釈した 1 1 :. I I ・： 味加

と透漆を yJも合した漆を ）廿い、 余分な漆は リ グロインで拭き収った。

(13) 亀裂や割れの補強

素地接合部の亀裂や割れ部分に調整した麦漆を部分的に含浸し、強化した。

(1'1) 漆塾 ）l羹の剥落止め

剥淵［した塗膜に麦漆を含浸し、木枠とヒゴを川いて圧愁した。

(15) 卜地欠損都の成形

下地が欠担した箇所に刻苧と下地で成形した。 天板は 3 分の 2 以上が後世修復によ っ て螺釧が貼り

なおされており 、 菱文様が連続しないところがでるため 、 一部は螺釧の上に下地を僅かに被せて文様

を間」 I ·—． した 。

(16) 欠損旅膜の後冗

ド地充填部分に漆塗りと炭研ぎを繰り返し漆塗膜の色合いを合わせた。

(17) 釘の復元

勧んだ釘を復元した 。 復元には打たれていた真鍮製の釘に合わせて制作 し、 タンパン酢と呼ぶ硫酸

銅、山位と食川酢を混合した溶液で古色を付けた 。 釘の制作は東京芸術大学の草野晃氏が担当した 。
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(18) 金共の間賂と取り付け

金具の歪みを筒拗的に嬌II ·: し 、 鍵金具、 ll 1'J1 金具や蝶番を元のイ釘；1,: に取 り 付けた 。 釘穴にゆ る い箇所

は刻苧をあ らかじめ却真し釘で金具 を止めた。 右蝶番の歪みが浙しく 、 翌保の 1井l I茅l に 間追が仕i ること カ

取 り 付け位 1府の ,, ・ 地 を除よすることで調整して取 り 付けた 。

(19) 螺釧の色鯛整

螺釧の色合わせにはパー ル粉 （哀 母粉）とパラ ロイド B72 キシ レ ン浴液で具色 を付け、 アク リ ）レ絵

の具で彩度を沈めた。

(20) tl1 iJ箱と外毅のイ4製

柿l糸f'i (横 45 . 6cm 奥行 31.1 cm 詞 35.9cm) と糸廿 の毅しヽを新調した 。 ホjiij 糸f'i は落し蓋造りとし、丸穴のり I

千を付けたゲス板を作製した。 外毅は羽二重を川 い、前而左右の上下に紐を付けて取 り外し劫い形状

とした。

(21) 修復後の記録作製

修復後の写真撮影を行い、修似記録をまとめて報告内を 2 部作成 した 。

5.1.6. 修復後の状態

詳釧は Table 5.1 を 参 ！ ！｛位 のこと 。
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5 .1. Restoration Report 

Yoshihiko Ya mash ila 

5.1.1. Data 

Title Cabinet with Lozenge D邸gn

Period 17th century, Edo period 

wner Naprstek Museum, National Museum, Prague (Czech Republic) 

Inventory number 34942 

5.1.2. Restoration Data 

Duration 

Place 

onservator 

May 2010-March 2011 

Restoration Studio (Urushi), National Research Institute for Cultural Propc rti - .., 、

Toky 

Yoshihiko Yamashita 

5.1.3. Condition before Restoration 

The following is a list of the condition o 「 damage.

• Some dust and soi I ing were observed over the entire surface of the cabinet. 

• There were traces of adhesive tape near the top o 「 the cabinet. 

• There were shallow cracks on the joints of the substrate. They were progressing especially on the lcrt 

and right ends inside the lid. 

• The urushi coating film ar〇und the cracks had become Ii fted. 

• There was a thick coating of yellow material on the outer sur 「ace of the cabinet, except at the bac k 、 and

on the inner side of the fall front and the surface of the drawer 

・ B l ack coating material had been applied to the back surface and bottom o 「 the cabinet, metal lock plat 

on the inner side of the fall front and the inner and outer sides of the drawer 

• Traces of past restorations could be seen over a large area of the raden; the shell pieces had 

adhered. 

• There were new raden pieces at various places of the cabinet; thin abalone shell pieces and medium 

thick pearl oyster had been used. 

• Parts of the makie and tsukegaki lines had been lost, exposing the shitazuke urushi. 

・ Add i tiona l touching made during past restorations were evident at many places. Silver coating material 

was used on parts where raden had been lost, and gold or yellow coloring material had been used t 

redraw the makie tines around the edges of the raden. 

• rrosspiece for the drawers had become distorted. The upper portion of the bottom drawer tended to 

stick to the past restoration material used on the underside of the crosspiece above, making it difficult 

to draw out this drawer. 

ー
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• vilding executed on the metal lock plates and the corner metal fittings had already been lost. 

• The metal lock plate in th e 「rant had become loose, and the head o 「 one o 「 th e nails was 111iss1n 

5.1.4. Restoration Plan 

he restoration plan for the object had been presented be 「orehand by the National Research In stitute 「o r

ultural Properties, Tokyo. In beginning the actual work of restoration, details o 「 th e plan were discussed 

nee again and changes that were considered necessary were decided upon deliberation between the person 

1n charge at the Institute and the conservator 

The following is a summary of the restoration plan 

• Maintenance of the present condition in the restoration of cultural properties advocated by th 

Agency for Cultural A ff airs would be followed. However, traces o 「 pas t restorations that might hinder 

appreciation would be treated simply by matching the color 

• With regard to the removal of traces o 「 Weste rn restoration, the yellow coating material, the gold lin 

drawn in the past and the white foundation would be removed, but the black coating material on th 

back, bottom and inside would not be removed. 

• In removing traces of past restorations, organic solvents would be ca re 「ull y selected so that they would 

not damage the original coating material, makie or the metal fittin 

• The missing nails would be newly made and colored to provide an antique appearan 

• The colors of parts with missing raden and o 「 s h e ll s added during past restorations that wer 

conspicuously different from their surroundings would be matched partially so as not to hinder 

appreciation. 

• The corner metal fittings, lock, metal plate and hinges would be removed at the time of cleaning and reｭ

attached after restoration. 

• Past restorations would be specified by Fourier-transform infrared spectroscopy (PT-IR) and X-ray 

fluorescence analysis in order to identify places that had been restored in the past. 

5.1.5. Restoration Process 

(1) Investigation be 「ore restoration 

ondition o 「 damage and techniques employed were investigated visually and the present condition 

was recorded. 

First, investigation using a UV lamp was done. As a result, the yellow coating material applied on 

d to unclear yellow. but the black coating material on the back surface the insid 

and bottom or the cabinet did not llu 〇 r From this, it was thought that the yellow coating material 

is shellac, which is used in Europe as a restoration material, or some other rcs111. 

When the back surface which had been coated black was observed under oblique light, traces of 

「ounda ti o n in lozenge sharp were 「ound . /¥s a result, it was determined that the back o 「 the cabinet had 

also been d 

「 a raden flat by grinding it with a whetstone. But there was a large area on the 

lop board and each o 「 th e sides where the roden surface was not nat and the colors did not match. From 

this, it was con lirmcd that the raden on the back and the pieces of raden that had fallen were re-adhered 

during past restorations. Places where restoration was executed were confirmed further by studyin 

photographs taken before restoration that was executed ten and somewhat years ago. 

一ロ
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ross-grained cypress was used for the substrate; the grains run vertically on the back and the right 

and left sides, while they run horizontally on the top and bottom boards. Pieces of small thin board had 

been attached at the back of each drawer in order to prevent the drawers from going too far into th 

back. More than half of these thin boards had already been lost. 

(2) Photographing before restoration 

(3) 

The entire cabinet and its condition of damage were photographed before restoration with a 

digital camera under a daylight lamp for color photographs and natural light, and recorded. Then 

UV nu〇rescence photographs were taken and the condition of past restorations was recorded. For 

fluorescence photographs, a black lamp and a gelatin filter that would cut UV ray were used. Digital 

camera was used in this case al 

xpcnments were done to check solvents that would be used to remove the yellow coating material 

and the gold lines from past restorations. Eth a nol 「or disinfection, absolute ethanol, acetone and cthvl 

acetate were the organic solvents tested. Ethanol for disinfection and absolute ethanol di 

yellow coating material, but only on the s ur 「ace. Acetone and ethyl acetate caused almost no chanuc. It 

was also found that the gold lines could be removed easily with aceton 

(4) Analysi 

A sample of the yellow coating material was taken and analyzed by FT-IR. 

Noriko Hayakawa of th 

Research Institute for Cultural Properties, Toky 

coating material was shellac. Furthermore, X-ray fluorescence analysis was performed to in 

the materials of the metal powder and the metal fittings. This investigation was done by Yasuhi, 

Hayakawa, also of the same Center. As a result, it was found that shu-urushi had been u sed 「o r th 

shitazuke urushi of the gold lines. It was also found that copper gilded with gold had been u sed 「or th 

handles, corner metal fittings and the lock metal plate, while iron had been used for the lock itsc l 「 and

the key. Since iron which is different from the original metal was used for the lock, it is thought that th 

lock had been exchanged at some time. 

(5) Cleaning 

otton cloth slightly moistened with water was used to remove the dust and soiling that had 

accumulated on the coating film and the makie surface. 

(6) Removing traces of adhesive tape 

Traces of adhesive tape on the top board and the right side of the cabinet were removed with a 

(7) Removing the metal fitting 

orner metal fittings, the lock and other metal fittings other than the handles and the legs were taken 

off. These were temporarily stored on an urethane foam, making sure that their original positions would 

be kept clear 

(8) Removal of Western coating materials 

As a result of the test on solvents, ethanol for disinfection and absolute ethanol were used t 

the yellow coating material. Nonwoven cloth cut to a size slightly smaller than the size of the lozeng 

and immersed in ethanol for disinfection was put on places where the coating material was to be 

removed. After having waited for the coating material to become swollen, a tortoise shell spatula wa 

used to remove it. So as not to damage the tsukegaki lines on the shell pieces, coating material around 
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the edges of gold lines were carefully removed with a cotton cloth moistened with absolute ethanol. 

The coating material on the makie on the inner side of the fall front was also carefully removed with a 

hell spatula, as was in the case of raden. Since two types of drawing material had been used 

on the original gold lines, ethyl acetate was used after absolute ethanol. 

(9) Consolidation of the lifted raden 

fter having removed the Western coating materials, an animal glue solution wa 

the lifted raden. These were then press-stabilized with a wooden frame and bamb 

treatment, a 15 % aqueous solution of Pearl Glue (Daio) was used. 

or thi 

(I 0) Analysi 

The black coating material that bad been used to draw missing I ines of the lozenge design had com 

off, exposing the white foundation which had been partially filled in. Since this white foundation could 

be found on the top and side boards as well as on the cracked parts of the bottom that had been r.-ｭ

coated black, it was thought lo be filler used in a past restoration. 

amples were taken from the foundation materials, both white and black, that had been filled into th 

paces of the raden and from the adhesive agent used to adhere the pieces in past restorations. These 

were analyzed by FT-IR. As a result, it was found that the white foundation from the upper portion wa 

calcium carbonate, while the black material from the lower portion was paraffin and the adhesive wa 

vinyl acetate. 

(I I) Removal of the foundation from past restoration 

Foundation that had been filled into the spaces of the raden were removed physically. A bambo 

patula was used for this. Since removing the adhesive used in past restorations would not be possibl 

unless all the raden pieces are removed, this was left untouched. 

(12) U,ｷｷushigalame 

uki-urushi was applied to the deteriorated coating film and the makie portions for consolidation. For 

urし1shigatame, kij'omi urushi diluted with Cleansol G and suki-urushi were mixed. Excess urushi wa 

wiped off with ligroin. 

(13) Reinforcement of crack 

racks on the joints of the substrate were reinforced by impregnating mu_e-i-urushi that had been 

adjusted 

(14) Consolidation of the lifted urushi coating film 

(15) 

Mugi-urushi was impregnated into the lifted coating film which was then press-stabilized with a 

wooden frame and bamboo stick 

Kokuso and foundation material were used to shape-form places where the foundation had been lost. 

ince more than two-thirds of the raden on the top board had been re-adhered in past restorations and 

the continuity of the lozenge design would be broken at some places, a very small amount of foundation 

was placed over some of the raden in order to adjust the design. 

(16) Reproduction of the lost coating film 

The color or the urushi coating film was adjusted by applying urushi to the parts where th 

foundation had been fi lied and grinding the surface with charcoal. This was repeated several time"・

(17) Reproduction of the nail 

The damaged nails were reproduced. They were made to match the original brass nails and given an 
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old finish by using copper sulfate, vinegar and salt. The nails were reproduced by Akira Kusano or th 

Tokyo University of the Arts. 

(18) Adjusting and attaching the metal fittings 

Warping of the metal fittings was simply corrected and the metal lock plate, corner metal fittings and 

the hinges were returned to their original positions. Nail holes that were loose were filled with kokuso 

and the metal fittings were nailed down. Since the right hinge was warped severely, causing a problem 

pening and closing the fall front, adjustment was made by removing the foundation under the hi,w 

(19) Adjustment of the color of raden 

To adjust the color of raden, Pearl Powder (mica powder) and Paraloid B72 were diluted with xvlc, 

and applied to produce the color of the shell; acrylic paint was used to subdue the chroma. 

(20) Manufacture of a paulownia box and a cover 

A paulownia box (W 45.6 cm, D 34.1 cm and H 35.6 cm) and a silk cover were newly mad 

The paulownia box was made in such a way that its front board would slide down to serve as the lid 

(otoshibuta-style). It was also equipped with an extra bottom board that can be pulled out by means of' 

two holes at the front. Habutae silk was used for the cover. Cords were attached on the front as wcl I as 

near the top and bottom on the left and right, making it easy to handle the cover 

(21) Compilation of a restoration record 

Photographs were taken after restoration and two copies of the restoration report were mad 

5.1.6. Condition after Restoration 

e Table 5.1 
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束犀: 1 ,q , ,:i加｝物節

竹内 奈災 r-

1 I: J i 時代初期 にヨ ー ロ ッ ノ ぐなどへの愉 ，'I', 川 に作 ら れた漆悩の一つ 。 正 1(1i に 跳ね 1 ~ げ式の ）~ , i を 付 け、 内

に 3 段 7 個 の り I 出 しを 収めた隋笥で 、 このような箪笠は欧州では辿 ‘常、机のよ う な 背の ， •,':j い 台脚 の 1一．．に

叔せて飾 り m:かれる 。 また 、 この形式の箪仔'j は 、 ' 11 II-. 『 米 11 したスペイン 人 ＾、・作の記録に「 翡箪笥 (cscri lorios) 」

とあるものに相当するとみられる 。 1炸l いた加が水‘ド位 i位でとまるように 吊 り 、）じ米はその I ·. で 閃類を ）ムげ、

1 杯 きものをする のに川 い られたと い う 。

'-の 1惰笥 は外側 と り 1 き 出 し I)1j I (1 j に 、螺釧 と ' I勺 iふ絵により菱繋文を衣わす。 加の内側 は 、1且漆涼として 、

杓iぷ絵と 螺釧によ る ］ 叶'!: 文で四辺 を縁取り、内 に ' I 勺！ふ絵 • 絵梨 [-地・ 螺釧により 必の坐や業 を す憐 い て い る 。

-の よ う に螺釧によ る幾何‘ヽ ；1: 文様で外側令 I(1 i を投う装飾は 、 イ ン ド 叫 ;\I) など イ スラム I >.'肌1 の 1 : 凶 ， 1111, の影

椰に よ る も の と :tfh」 [ lj さ れ る 。 桃 I I I か ら 1 I :J i 11-が代初期に米 11 して漆 悩 を 注文 しにヨ ー ロッパの人々が、束

ジアヘが る 過和で寄港 した I ·地であり 、 螺釧糸I ll 1: が盛んで、詞 じように螺釧で表 1 (り を投いっくした 1 ·

公 ， 1,i' , が残さ れてい るためである 。 11 本 では輸出川漆湘の 情賄休訓が確 Iグ．し 、 螺釧や幾何学文様を多川 し

た装飾が採川 さ れる よ うにな っ たとみられ、 この箪笥もその時期の制作 と考えら れる 。
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5.2. Description of the Artwork 

Tokyo National Muscun 

The object discussed is urushiware made in the early Edo period for export to the West. The cabinet ha 

a door that lifts open in the front and seven drawers arranged in three tiers inside. In Europe, this type ol 

cabinet is usually placed on top of a tall stand like a desk. The style of the cabinet is thought to be one that 

rresponds to what is referred to as "escritorios" in documents of Spanish people who came to Japan in 

those days. The 「all front is made in such a way that it will stay horizontal. Traditionally, documents would 

be placed here for writing. 

The outer side of the cabinet and the front face of the drawers are decorated with a design of consccull"'' 

lozenges in raden and hiramalcie. The inner side of the door is coated with black urushi; its four sides ar 

bordered with a design of cobblestones in hiramakie and raden while the inner side of th 

f the vines and leaves of kuzu plant in hiramakie, enashりi and raden. 

Decorating the entire outer surface o 「 a n object with geometric designs in raden like this is thought t 

how the influence of craftwork from western India and the Islamic world. These are places that European 

who arrived in Japan from the Momoyama period to the early Edo period and placed orders for urushiwar 

topped on their journey to East Asia, where raden work was popular and where many craf'lworks similarl 

overed with raden are still to be found. It seems that a system for producing export urushiwarc in lar1• 

quantity was established in .Japan and that decoration using raden and geometric designs became popular 

This cabinet is thought to have been manufactured during that time. 

|
し
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付録 5. 1. 蛍光X線分析結果

分析日時・場所

2011 年 3 月 22 H (火） 、東原文化財研究所 修複ア トリ 工（漆）

分析装箇・条件

は1 以文イじ財研究所

旱） 11 泰弘、

; l;is .i'?-!-
基

X線管球

ポー タブル蛍光X線分析装ii忙 SEA200 (セ イ コ ー インスツルメンツ ）

Rh ( ロ ジウム）

OkV 、 100µ筐電圧 ・ 篇電流

X線照射往

枇lj テ5:'. 11寺 間

cf> 2mm (フィルタなしコ リ メ ータ 使川 ）

100 秒

枇lj 定雰囲気 ム
し

装岡ヘッ ド~ '.食料間距淵f~ : 約 10mm

測定箇所 ： Table 5.2 、 Vig. 5.23 参照

分析結果

・ 得 ら れた蛍光X線強炭を Tab l e 5.3 にぶ した 。

• 今 I II I の 机lj 定結呆に 閾 しては 、 ド記の事項 を 1 分考感した上で、測涎結呆の解釈が必災である 。

( 1 ) 蛍光 X線分析では試料に含まれている元素を 牛『定することはできるが、 その朴似造 （化学式）を知

ることはできな \,, ｷo 

(2) 今川の』信では、イi機物 （」虞索~.

(3) ~!I.I~ 機物であっても 、 1JJ杓 じ索（例 え'"'

(4) 得 られた‘徴光 X 線強度は表 1 (1i か ,,

炭 ） 。

染料などの検出 は行えない。

l など）の検出は行えな い。

での糾成梢報である （金属銅の JJ), 合 ＇ 数 l Oµ m程

(5) 1 ji. — 紆IS1立の祉lj 定結呆だけからは、ネ屈数の応索がiJ.し合 さ れているのか 、 それらが）~••,: 状 に存在して し

るのかの判断はできな し · o

( 6 ) 幽兄 X線の検出効率はエネ ルギーによって人 きく 異なるため、 ）じ索 間 での幽光X線の強度比は実

際の涙炭比 とは一致しな い 。

く コメン ト ＞

• ・測 定箇所 No. l 、 7 では Au とともに Hg が検出 さ れる 。 金色線の ,,・に 水乳砂くの赤色材料が存イ玉し

て い る 可能‘性がある 。

・ 柳淀箇所 No. 2 、 3 、 4 、 6 、 8 では銅地金に鍍金が施されている 。

・ 測定箇所 No. 5 は 1 、 1 銀色 を保って いる 。 鉄地にクロムメッキが施されて い る材料が使われてい る 。

・ 祉lj 定箇所 No. 9 の金属 は鉄であるが、 ここ からクロムは検出 さ れな し · o
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Appendix 5.1. Results of X-ray Fluorescence Analysis 

Date and place of analysis 

Tuesday, March 22, 20 I I 

Yasuhiro Hayakawa 
National Research lnstitute for Cultural Properties, Toky 

Restoration Studio (Urushi), National Research Institute for Cultural Properties, Tokyo 

Apparatus and conditions for analysis 

Apparatus 

Target 

Tube voltage, current 

X-ray radiation diameter 

Measuring tim 

Portable X-ray fluorescence spectrometer SE/¥200 

(Seiko Instruments Co. Ltd) 

Rh (rhodium) 

50 kV, 100ｵA 

<p2 111111 (collimator without filtering) 

I 00 sec. 

Measuring atmosphere: Air 

Distance between the apparatus and the sample : approximately IO 111111 

Measuring points : See Table 5.2 and Fig. 5.23 

Analytical results 

• X-ray fluorescence intensity obtained is shown in Table 5.3. 

• The following points should be taken into careful consideration when interpreting the measured result. 

(I) With X-ray 伽o rescence analysis, il is possible lo identify elements contained in a sample but it is 

not possible to find their structure (chemical formula) 

(2) It is not possible to detect organic substances (major elements C, N, 0, H) or dyes in thi 

measurement. 

(3) It is not possible to detect light elements even if they are inorganic substances (i.e. Al, Si, S, Cl) 

(4) X-ray fluorescence intensity obtained shows an average composition from the surface to a set depth 

(for metallic copper, approximately several IOｵm in depth). 

(5) It is difficult to determine only from a single measurement whether several elements are combined or 

whether they are in layers. 

(6) Since detection efficiency of X-ray fluorescence differs greatly by energy, the ratio of intensity in 

X-ray fluorescence and the actual ratio of concentration do not coincide. 

<Comments> 

・ A t measuring points Nos. 1 and 7, Hg was detected in addition to Au. It is possible that there is red 

material (vermilion) underneath the gold line. 

・ At measuring points Nos. 2, 3, 4, 6 and 8 gilding is done on copper base. 
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• The color at measuring point No. 5 remains whitish silver. Iron gilded with chromium is used. 

• The metal used al measuring point No. 9 is iron, but chromium was not detected her 



i 
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付録 5. 2. 修復材料の分析

試料

A. ―I'・地に使川 さ れていた出色材料 （やわらかい）

作晶全休に途ら れていた黄色塾料 (70%エタノ ー ルに浴解する ）

白色充禎材

螺釧の接殆剤 （茶色透明 ）

参照試料

(a) パラフィンワック ス

( b ) シ .J_ ラ ッ ク

( c ) ジ _L ツ ‘ノ （ リ キテックス製）

( d ) ポ リ酢酸 ビニ ）レエマルジ ョン接ぶt剤

赤外線スペクトル分析

分析機悩 FT-IR 8700 (, 渇津製作）り『 ）

・ 得 られたスペク ト ルを F i ― — 

束京文化財 /1Jf究所

', し） II 典[-

・ 試料 A のスペクトルか ら は 5 つの強い吸収が得 ら れた 。 C-II 仲縮振動 Ill 米の 29 15cm 1 と 2

-l b 変灼振動山米の 1460cm1, CI-:I 3-C 変灼振動山米の 1375cm 1 、 C田の柚揺れ11反動 I I I 米 0

致するが、試料 A で (

山 来と 息われる 1735cm 1 の吸収も確認されるため 、 パラ フィ ンワックス以外に何かのイ汁幾物 を含ん

でいる 11f 能 · I生が高い 。

・ 試料 B のスペク ト）レは 4000cm- 1 -1200cm ' の領域では、 参照試料 ( b ) シ ェラ ックに一致するか 、 指

紋領域での吸収は異な る 。 試料 B は水 、 アセ ト ン 、メタノ ー ルな どに不浴で 70%エタノ ー ルにのみ

溶解するという性状からシ ェ ラックの可能性：が i1.':j い と 息われたが、 シ ェ ラックに何 らかの物）員が枇

入したものか、もしくは C=O を含む何 らかの布機物 （ア クリ）レ樹脂など）である可能↑生も 残ス

・ 試料 c のスペク トルか らは 1400cm- 1 と 870cm 1 の吸収が糾Ii認され、これらは炭酸力 ）レ シウム I Ii 来 ／こ

と考えられる 。 ただし 、 そ れ以外にも吸収が確認されるため 、 参照試料(c) ジェッソのよう な イ叶蔑物

の桜郊剤を含む炭酸カルシウムと考えられる 。

・ 試料 D のス ペク トルは参照試料 (d) にほぼ一致するため、酢酸ビニル樹脂が主成分であると杓え｀

れる 。
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Appendix 5.2. Report on the FT-IR of the Restoration Materials 

Samples 

A. Black soft material as foundation 

B. Yellow paint on the whole object dissolved in 70 % ethyl alcohol 

C. White filling material 

D. Translucent brown adhesive underneath a raden shell piece 

Reference materials 

(a) Paraffin wax 

(b) Shellac 

(c) Gesso produced by Liquitex Co.Ltd 

(d) Polyvinyl acetate emulsion adhesive 

Fourier transform infrared spectroscopy 

Instrument: FT-IR 8700 (Shimadzu Corporation) with Dura sample IR attached 

• Spectra are shown in Fig. 5.24 -Fig. 5.27. 

• Five absorptions in spectrum sample A corresponded to reference (a) paraffin wax : 2915 cmｷ1 and 

2845 c111ｷ1 were assigned to C-H stretching vibrations, 1460 cmｷ1 was assigned to C-H2 bending vibraｭ

tion, 1375 c111ｷ1 was assigned to CH,-C bending vibration and 720 cmｷ1 was assigned to CH3 rocking 

vibration. It was supposed that sample A was paraffin wax containing some organic material because 

1735 cmｷ1 absorption thought to be -C=O group was detected. 

• ペpectrum sample B corresponded to reference (b) shellac in the region 4000 cm・ 1 ~ 1200 c111ｷ1. The 

spectra were different in the finger print region. Sample 8 was insoluble in water, acetone and methaｭ

nol. It was assumed that sample B was shellac containing some materials, but it was also thought thi 

was resin mixture containing C=O bond, for example acrylic resin. 

・ Absorptions of 1400 cmｷ1 and 870 cmｷ1 in the spectrum of sample C wcrc assumed to be of calcium carｭ

bonate origin. This sample was thought to be a mixture o 「 ca l c ium carbonate with binding media like 

gesso as refcrence (c) 

• Spectrum o 「 sa mpl e D almost corresponded to reference (d). It was considered polyvinyl acetate. 
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Table 5.1 
寸法
Dimens1011s 

柚
Width 

(cm) 
奥行
Depth 

(cm) 
匂 さ

Height 
(cm) 

39.4 25.3 26.1 

金具も含む

including the metal fitting 

Table 5.2 

測定椅所
No. 

狐光 X 線分析位置
Measuring points for X-ray fluorescence analysis 

i1 1 S位
Measuring point 

令色線

~
3 

2
 

washer 

4
 

6
 

7
 
8

~
9 

訛
Lock 
'"""•' "" "''"'" '"' ' ' ' 

鍵 ,'i i ~ 拉it.:霊
Lock, washer 
"""'''"""'""'"'"'""'"'"""""'''' 

外出の金色線
Gold line on the drawser 
’’’’’’’’’’’’’’’’’’’ ’’’ ’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’ 

,J I 出 のり
Pull metal of the drawer 
""""""""""""""""""""""""""""""""""""'""" 

I い (1 j盗鍵裂金属
Front lid, metal on reverse side of the lock 

Table 5.3 
帝光 X 線分析結梨
Results of X-ray fluorescence analysis 

蛍 光 X 線強度 (cps )

~lF・ 怠;~ 銀
Zinc Silver 

(Zn-Ka) (Ag-Ka) 

柳l クビ箇所 カルシウム
No. Calcium 

(Ca-Ka) 

クロム
Chromium 
(Cr-Ka) 

ー

;
2
3
4
5
6

う

5
0
6

ノ

141.9 

金
Gold 

(Au-L~) 

0.2 
........ .. 

0.2 
........ .. 

6.8 
........ .. 

0.1 

2.5 5.5 

76.8 

鉄 鉗
Iron Copper 

(Fe-Ka) (Cu-Ka) 

43.5 

0.7 1693.2 

0.3 1553.6 

0.5 1924.4 

1650.9 

1731.0 

11.6 

2643.4 

1497.7 

0.2 
............ 

13.1 
......... 

0.1 

'K銀 供 l
Mercury Lead 
(Hg-LP) (Pb-LP) 

0.2 

02 

3.3 0.1 

0.1 

0.2 

10.7 

0.2 

L_ 
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a 修複 1i1i 13e 「o re restoratron 

a 修似前 13じ l cll℃ rt:storntion 
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160 菱繋文螺釧箪笥

Fi.o:. 5 .'I 忽ill <it 」しと釘の祖似 M叫 I lock plaLc and damaQ:cd nail 

Trace o 「 a dhes i ve tape 

a 修復 1l1i 13clorc rcstoratron b 修復後 A Iler restorallon 

Fig. 5.6 螺釧の修理個所 Raden restored in the past 

I 



Fluorescence under UV light, belore re~tora 11on 

Removing Western coating m a t じ rial s, swelling coating 

materials with n o n wovじ n cloth and ethanol, du rin は res to rati on

R emov i ng a 111 じ 1 a l li 11 i 11g, 1 ・じmov i ng a n;i i l 011 1 11 じ 1 ·cvじ rsc s id じ

0 「 a hi n 出C 、 durin l! restoration 

abinel with しozenge Design 161 

· lu orc s心nee under UV I if.!.hl, bei<ire restoration 

Removing Western coating materials with a to rto i sじ S JKllu l a ,

du1ｷi11g restoration 

I cig. !1. 12 JI\{ り外 しに令）しの保狩；I J《態 修楓 1 1
SlOring the removed 111叫 I liuings, dunng rcstorat1011 



162 菱繋文螺釧箪筍

ｷonsolidaling me/en by using animul glue solution, lop board 、 Co nso l idatin g urushi coaling lilm, inner side o 「 t li じ l i 1II l'ron1, 

dun ng rじs to rat 1011 during rじs t n ra t ion 

hll1ng a crack with foundation and mak111g acljuslrncnl, inner Adjusting 1hc color of a crack with urushi, inn e r ~i dじ() 「 l h 、 •

a ll 「ront , during rcstorat 1011 side o 「 the foll front, during restoration f' 

Fig. 5.17 漆節膜と蒔絵の補強 右1則面部分 修復中 Fig. 5.18 後世修復時に新補された螺釧の色調整右側而部分修複11ゴ
Reinforcing the urushi coating film and makie, right side, Adjusting the color of'raden applied in a past 1℃ storation, 

during restoration right side, during restoration 

L_ 
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Atlaching a corner metal lining, during restoration Paulownia box and the outer cover, a Iler restoration 
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e
g
 

Fig. 5.2 1 菱繋文螺釧箪筍 三面図

Trihedral figure or Cabinet with Lozenge Design 
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しじ It sidｷｷ 

Fig. 5.22 此繋文螺釧箪笥 螺釧 後 Ill: 修復箇所·

rarts treated in past restorations of Cabinet with Lozenge Design 
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Rcauachcd during 
past restoration'ｷ 
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ddccl during past 
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166 菱繋文螺釧箪笥

9: 正面
9:Front lid 
metal on reverse 
side of the lock 

8

7

 

Fig. 5.23 蛍光 X 線分析位饂
Measuring points for X-ray fluorescence analysis 
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